
施　策　体　系　新　旧　対　照　表

１　いきいきとした交流が広がるまち 変更点

 1  全国や世界に向けた情報発信  1  人を呼び込む環境づくり
□人を呼び込むための機会づくり、場づくり、人材などへの
支援や定住に結びつくしかけづくりを行います。

現行計画の中柱１－２「交流を支える人づくり」と中柱１－３「人を
呼び込むしかけ・場づくり」を統合し、集客と定住を意識した名称
に変更。

1
全国や世界への情報発信に向けたあらゆるメディ
アの積極的活用 1 地域資源を生かした魅力づくり

■人を呼び込む機会づくりのため、地域資源を生かした魅
力ある事業を行います。
■集客人口、定住人口増加のため、多くの人に選ばれるま
ちのイメージづくりを推進します。

地域資源の活用を明確にした名称に変更。

 2  交流を支える人づくり 2 交流拠点の創出
■人を呼び込む場づくりのため、魅力ある交流拠点を創出
します。

名称変更。現行計画の小柱１－４－３「首都圏新空港の可能性に
向けた検討」の要素を含む。

1 交流を支える人材や団体の発掘・育成・活用 3 交流を支える人材や団体の発掘・支援・活用
■市民主体の様々な交流活動を促進するため、人材や団
体への支援などを行います。

名称変更（育成でなく支援とする）。

 3  人を呼び込むしかけ・場づくり 4 定住を促すしかけづくり
■都市活力の源泉となる世代の定住を促すため、特色のあ
る、魅力的な施策を展開します。

現行計画にない新たな要素として定住促進施策を位置づけるた
め新規設置。

1 交流の場づくり  2  交流を支える情報の発信
□市外からの集客につながる魅力やイベント情報など、交
流を支える情報を積極的に発信します。

現行計画の中柱１－１「全国や世界に向けた情報発信」を名称変
更し、小柱を２つに分割。

2 交流の機会づくり 1 集客につながる魅力の発信
■市外に住む人の来訪を促すため、横須賀の魅力やイ
メージアップにつながる情報を、あらゆるメディアを活用し
て、幅広く発信します。

市外からの来訪を促す魅力的な情報発信を位置づける小柱とし
て設置。

 4  海に広がるネットワークづくり 2 利用しやすい情報の発信
■市内の様々な場での交流を促進するため、市民、企業、
来訪者にとって便利で役立つ情報提供を積極的に行いま
す。

市民も含めた多くの人に便利で役立つ情報を発信する施策を位
置づける小柱として設置。

1 海上交通の検討と施設整備  3  陸と海に広がる総合的なネットワークづくり
□広域幹線道路網の整備や港湾機能の強化・再編などに
より、陸と海に広がる総合的なネットワークを形成します。

現行計画の中柱１－４「海に広がるネットワークづくり」と中柱１－
５「陸に広がるネットワークづくり」を統合し、「総合的」なネットワー
クづくりを行う名称に変更。

2 新たな物流拠点の形成と港湾機能の高度化 1 総合的な交通政策の推進
■安全で快適な都市交通環境を形成するため、総合的な
交通政策を推進します。

名称は変更せず、現行計画の小柱５－７－７「便利な交通システ
ムの整備」を包含。他の小柱の前提となる柱なので、位置を一番
先頭に変更。

3 首都圏新空港の可能性に向けた検討 2 広域幹線道路網の整備促進
■広域連絡機能を強化し、都市の活力を維持発展させるた
め、都市間相互を連絡する主要幹線道路の整備を促進し
ます。

現行計画どおり。

 5  陸に広がるネットワークづくり 3 公共交通の機能強化
■公共交通の利便性向上と活性化を図るため、地域や関
係機関と連携した取組みを推進します。

現行計画どおり。

1 広域幹線道路網の整備促進 4 港湾機能の強化と再編の推進
■物流及び人流の増加を図るため、東京湾湾口部に位置
する特性を活用し、港湾機能の強化と再編を推進します。

２つの港湾関係の小柱を１つに集約。

2 公共交通の機能強化
現行計画中柱１－６「情報通信ネットワークづくり」は、情報通信
ネットワークの整備が想定されないため削除。

3 総合的な交通政策の推進

 6  情報通信ネットワークづくり

1 双方向の情報通信ネットワークの形成

【　現　行　計　画　の　施　策　体　系　】

まちづくり政策

１　いきいきとした交流が広がるまち

まちづくり政策

【　骨　子　案　の　施　策　体　系　】

現行計画の小柱５－７－７「便利な交通システムの整備」

 資料４

1



２　海と緑を生かした活気あふれるまち 変更点

 1　市民生活に潤いをもたらす自然環境の保全  1  自然環境の保全・創出による潤いある地域づくり
□横須賀の貴重な財産である海や緑の自然環境の保全・
創出を推進します。

現行計画の自然環境に関する中柱２－１、２－２、２－３を１つ
の中柱に集約。

1 生活に潤いをもたらす自然環境の保全 1 自然環境の保全
■良好な自然環境を形成するため、海や山林などを保全し
ます。

現行計画の小柱２－１－１を名称変更。

 2　自然環境の再生と創造による都市空間づくり 2 自然環境の積極的な創出
■暮らしの中に自然と親しめる場をつくるため、市街地にお
ける身近な緑の積極的な創出と景観や生態系に配慮した
水辺空間などの整備を推進します。

現行計画の小柱２－２－１を名称変更。

1 自然環境の積極的再生・創造 3 自然豊かな公園・緑地の整備
■自然の魅力を生かした公園・緑地の整備を推進します。
■豊かな自然を守るとともに、人々の憩いの場として生かす
ため、国に対し国営公園の誘致を要望します。

現行計画の小柱２－３－１を名称変更。
「緑地」の要素を追加。

 3　自然豊かな公園の整備

1 自然豊かな公園の整備

 4　自然共生型産業としての農漁業の振興  2  魅力あふれる農水産業の振興
□魅力ある横須賀の農水産物を活用し、農水産業の振興
を図ります。

現行計画の農水産業に関する中柱２－４を名称変更し、小柱
の内容を全面的に見直し。

1 自然共生型産業としての農漁業の振興 1 地産地消の推進
■地場農水産物の生産・消費・流通の拡大を推進します。
■地産地消の情報を様々な方法で広く発信します。

農水産業の振興施策として重点的に推進する「地産地消」に
関する小柱を設置。

5 2 意欲的な生産者への支援
■安定した農水産業の経営基盤を確立し、農水産業の健
全な発展を図るため、生産者の新たな取組みに対する支援
を推進します。

生産者の意欲的な取組みに対する支援を目的とした小柱を設
置。

1 高等教育機関、研究開発機関の集積 3 豊かな農水産物の供給を支える環境づくり
■農水産物の安定供給を図るため、豊かな農地・漁場づく
りと漁港の整備を推進します。

農水産物の供給基盤となる「農地」「漁場」「漁港」づくりに関す
る小柱を設置。

2 成長が期待できる産業の誘致  3  産業の成長支援と企業誘致
□成長性の高い産業への転換を促進し、持続可能な産業
基盤の構築を図ります。

現行計画の産業に関する中柱２－５、２－６を集約し、小柱の
内容を全面的に見直し。

3 起業家支援 1 既存事業者の新たな取組みへの支援
■競争力のある産業基盤を構築するため、新たな事業展
開や技術開発に取り組む事業者を支援します。

既存事業者の新たな取組みに対する支援の小柱を設置。

 6　既存産業の高度化・転換支援 2 企業・研究開発機関などの誘致
■競争力のある産業基盤を構築するため、成長性が高い
企業と研究開発機関などを誘致します。

企業・研究開発機関などの誘致に関する小柱を設置。

1 既存産業の高度化・転換支援 3 新規事業者の起業支援
■新たな産業を振興するため、技術やアイデアを生かした
新規事業者の起業を支援します。

現行計画の小柱２－５－３を名称変更。

2 異業種交流の促進 4 ビジネスチャンスの創出・拡大

■新たな販路開拓やビジネスチャンスを創出するため、企
業間・異業種間の交流・連携を支援します。
■市内産業を活性化するため、イベントや様々な広報媒体
を通して、市内の企業情報を積極的にＰＲします。

市内産業のビジネスチャンスの拡大に向けた、企業・異業種
間の連携や企業情報のＰＲの推進等に関する小柱を設置。

3 流通機能の強化 5 産業を支える技術・人材支援
■貴重な人材や技術を後世に継承するため、人材の発掘
や表彰制度の充実を図ります。

産業を支える技術・人材の掘り起こしと表彰制度に関する小柱
を設置。

 7　だれもが働きやすい環境づくり  4  雇用の安定化と働く環境の充実
□安定した雇用環境と中小企業の就業環境の整備を推進
します。

現行計画の中柱２－７を名称変更。
雇用環境と就業環境の２つの側面を支援することが読み取り
やすい表現に変更。

1 高齢者、障害者、女性等の就業支援 1 就労支援の充実
■雇用の安定化を図るため、民間企業や近隣自治体と連
携して就職支援情報の提供などを行います。

現行計画の小柱２－７－１を名称変更。
高齢者・障害者の就労支援は新計画の小柱４－２－２「すべて
の人々が社会参加できる機会づくり」、子育て世代の就労支援
は小柱３－１－１「子どもを産み育てやすい環境づくり」で対
応。

2 勤労者福祉の充実 2 福利厚生環境の充実
■中小企業の福利厚生環境を充実させ、勤労者の福祉の
増進を支援します。

現行計画の小柱２－７－２を名称変更。

２　海と緑を生かした活気あふれるまち

高等教育機関などの集積・産業の誘致・起業
支援

【　骨　子　案　の　施　策　体　系　】

まちづくり政策

【　現　行　計　画　の　施　策　体　系　】

まちづくり政策
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 8　市街地のにぎわいづくり  5  市街地のにぎわいづくり
□市街地のにぎわいを創出するため、集約型の都市構造
への転換や、良好な住環境の維持・保全などを推進しま
す。

現行計画の中柱２－８の名称は変えずに、都市計画マスター
プランの方針等に即したかたちで小柱の内容を全面的に見直
し。

1 中心市街地の都市機能高度化 1 拠点市街地の都市機能の強化
■中心市街地や拠点市街地の魅力を創出するため、居
住、商業、業務、文化、レクリエーションなどの都市機能を
計画的に集積します。

中心市街地やその他の拠点市街地の都市機能の強化に関す
る小柱を設置。

2 地域拠点の形成 2 魅力ある商業集積の促進
■まちの魅力を創出するため、商店街と大型商業施設の調
和が取れた商業集積を促進します。

既存商店街と大型商業施設の集積など、商業集積の促進に
関する小柱を設置。

3 商店街の振興 3 住環境の維持・保全

■良好な住環境を維持するため、条例を活用しながら、計
画的なまちづくりを推進します。
■街なかへの住替えなどにより、低密度化が予想される郊
外の住環境を維持・保全します。

低密度化が予測される郊外の住環境の維持・保全に関する小
柱を設置。現行計画の小柱５－８－１「多様なニーズに対応し
た良質な住宅づくり」の内容の一部（市営住宅以外の住環境
部分）を含む。

4 市街地高度利用の誘導 4 歩いて暮らせるまちづくりの推進

■車に頼らず歩いて暮らせる都市環境を形成するため、街
なかへの住替えを誘導するとともに、日常生活環境や公共
交通網の利便性向上並びに歩行者空間の整備などを推進
します。

拠点集約型都市づくりと並行して進めていく、日常生活環境や
公共交通網等の利便性向上に関する小柱を設置。

9 6
□可能な限りの米軍基地の返還、自衛隊施設の集約・統合
を要請します。また、返還施設は、都市活力の創造に向け
て、早期に転用します。

現行計画どおり。

1
可能な限りの米軍基地の返還、自衛隊施設の集
約・統合の要請

1
可能な限りの米軍基地の返還、自衛隊施設の集約・統合
の要請

■国際情勢の推移や防衛施設の利用状況を見極め、効率
的な土地利用の推進を図るため、可能な限りの米軍基地の
返還と自衛隊施設の集約・統合を要請します。

現行計画どおり。

2 返還施設の早期転用 2 返還施設の早期転用
■横須賀市の将来の発展のため、旧軍港市転換法に基づ
き、旧軍利用財産の早期転用を推進します。

現行計画どおり。

可能な限りの米軍基地の返還、自衛隊施設の
集約・統合

可能な限りの米軍基地の返還、自衛隊施設の集約・統合
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３　個性豊かな人と文化が育つまち 変更点

 1　子どもが心豊かで健やかに育つ地域環境づくり  1  子どもが心豊かで健やかに育つ環境の充実
□安心して子どもを育て、また子どもが健やかに育つ環境
をつくるため、出産・育児に対する多様な支援を推進すると
ともに、青少年活動や青少年育成活動を促進します。

現行計画中柱３－１「子どもが心豊かで健やかに育つ地域環境づ
くり」をそれぞれの目的を明確化するために、子育てに関するもの
と教育に関するものとに分割。

1
子どもの個性や創造性を伸ばす保育、教育の充
実 1 子どもを産み育てやすい環境づくり

■安心して子どもを産み、育てられるようにするため、良好
な出産・育児環境づくりを推進します。

出産・子育て関係の施策を位置づけるために設置。

2 子どもが心豊かで健やかに育つ地域環境の形成 2 子どもが心豊かで健やかに育つ環境づくり

■親子がともに健やかに成長していくため、相談支援体制
の構築を推進します。
■青少年が心豊かで健やかに育つ環境をつくるため、青少
年活動や青少年育成活動を促進します。

子育てに関する相談支援体制や青少年の育成を位置づけるため
に設置。

 2　生涯を通じた自己実現の場と機会の充実  2  人間性豊かな子どもが育つ教育の充実 □人間性豊かな子どもを育てるための教育を推進します。
現行計画中柱３－１「子どもが心豊かで健やかに育つ地域環境づ
くり」をそれぞれの目的を明確化するために、子育てに関するもの
と教育に関するものとに分割。

1 多様な学習ニーズに対応できる場と機会の充実 1 生きる力を伸ばす教育の充実
■生きる力を育むため、豊かな心や健やかな体を育成する
教育を充実します。

生きる力を育むための基礎的な教育を位置づけるために設置。

2 地縁にとらわれない交流と連帯の支援 2 特色のある教育の推進
■多様な資質を持った人材を育成するため、特色のある教
育環境の提供を推進します。

特色のある教育を位置づけるために設置。

 3　人づくりのためのしくみづくり 3 支援教育の充実
■子どもたち一人ひとりのニーズに対応するため、児童・生
徒への相談・支援体制を充実します。

支援を必要とする子どもへの教育を位置づけるために設置。

1
高等教育機関、研究開発機関、企業等の連携に
よる人づくり  3  生涯を通じて学び活動できる環境づくり

□生涯を通じて学び活動し、その成果を地域に還元できる
ようにするため、学習機会やスポーツ活動を充実します。

現行計画中柱３－２「生涯を通じた自己実現の場と機会の充実」
を名称変更して設置。

 4　地域資源を生かした地域文化の振興 1 多様な学習機会と活躍の場の充実
■生涯を通じて、一人ひとりが心豊かな生活を送るため、生
涯学習の機会を充実します。

現行計画小柱３－２－１「多様な学習ニーズに対応できる場と機
会の充実」に、高齢者等の地域での活躍という要素を追加して設
置。

1 地域文化の掘り起こし、継承、振興 2 スポーツ活動の振興
■スポーツを通じ、活力ある人と地域を創出するため、生涯
にわたりスポーツを楽しむ環境づくりを推進します。

現行計画小柱３－２－２「地縁にとらわれない交流と連帯の支援」
の要素を踏まえ、スポーツに関する振興を明確に位置づけるため
に設置。

2 歴史的文化遺産の保存・再生・活用  4  多様な文化の継承、発展、創造
□歴史・文化資産が継承され、また新たな文化が創出され
るようにするため、地域文化の掘り起こしや継承、市民の芸
術・文化活動の支援などを推進します。

現行計画中柱３－４「地域資源を生かした地域文化の振興」及び
３－５「多彩な芸術文化を通じた交流による文化の創造」を文化と
して一体的に捉え統合。

5 1 地域文化の掘り起こし、継承、振興
■地域の伝統的文化や歴史的遺産などが市民の誇りとなる
ため、これらを掘り起こし、継承・保存する環境づくりを推進
します。

歴史的文化についても地域文化の一部と捉え、現行計画小柱３
－４－１「地域文化の掘り起こし、継承、振興」及び３－４－２「歴
史的文化遺産の保存・再生・活用」を統合。

1 交流による新しい文化の創造 2 交流による芸術文化の創造
■新たな芸術文化が創出されるため、優れた芸術文化に触
れる場や機会の拡充と、芸術文化の質及び量を充実しま
す。

現行計画小柱３－５－１「交流による新しい文化の創造」を名称変
更して設置。

 6　美しい都市景観づくり 3 文化の担い手の育成
■子どもをはじめ、多くの市民が文化の担い手として育って
いくため、文化に触れる機会の拡充を図るとともに、市民文
化活動への支援を充実します。

現行計画にはない新たな要素として、文化の担い手の育成を位
置づけるため設置。

1 美しい都市景観づくり  5  魅力ある美しい景観の形成
□地域ごとに魅力ある美しい景観を形成するため、地域資
源を生かした景観形成を推進するとともに、市民等による景
観形成を促進します。

現行計画中柱３－６「美しい都市景観づくり」を名称変更して設
置。

1 魅力ある美しい都市景観づくり
■地域にふさわしい魅力的な都市景観を形成するため、景
観づくりの施策や市民等への啓発を推進します。

現行計画小柱３－６－１「美しい都市景観づくり」を名称変更して
設置。

2 自然・歴史を生かした景観づくり
■自然と調和した潤いのある景観を形成するため、海や緑
などの自然、歴史などの地域資源を生かした景観形成を推
進します。

現行計画にはない新たな要素として、自然、歴史を活用した景観
づくりを位置づけるために設置。

現行計画中柱３－３「人づくりのためのしくみづくり」は、人材育成
の目的に合わせてそれぞれ記載することとして削除。

多彩な芸術文化を通じた交流による文化の創
造

【　現　行　計　画　の　施　策　体　系　】 【　骨　子　案　の　施　策　体　系　】

まちづくり政策

３　個性豊かな人と文化が育つまち

まちづくり政策
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４　健康でやさしい心のふれあうまち 変更点

 1　すべての市民に開かれた環境づくり  1  平和と人権を尊重する誰にも開かれたまちづくり
□平和と人権を尊重する社会を実現するため、市民等に対
する意識啓発など、様々な取組みを推進します。

現行計画中柱４－１「すべての市民に開かれた環境づくり」を名称
変更して設置。

1 平和を愛する社会の形成 1 平和を愛する社会の形成
■平和都市を実現するため、市民等に対する平和思想の
普及を推進するとともに、国への非核三原則遵守の働きか
けを行います。

現行計画どおり。

2 人権を大切にする社会の形成 2 人権を尊重する社会の形成
■差別や偏見をなくし、人権が侵害されることのない地域社
会を実現するため、人権尊重の理念に基づく取組みを推進
します。

現行計画小柱４－１－２「人権を大切にする社会の形成」を名称
変更して設置。

3 男女共同参画社会の形成 3 男女共同参画社会の形成
■男女が共に生き生きと暮らせるようにするため、誰もが性
別にかかわらず個人として尊重される地域社会の実現に向
けた取組みを推進します。

現行計画どおり。

 2　バリアフリーのまちづくり  2  ユニバーサルデザインのまちづくり

□誰もが、安心して様々な社会活動に参画できるようにする
ため、施設改修などハード面でのバリアフリーや社会参加を
促進するための仕組みづくりなどソフト面でのバリアフリーを
推進します。

現行計画中柱４－２「バリアフリーのまちづくり」を名称変更して設
置。

1 すべての人々が安心して利用できる施設づくり 1 すべての人々が安心して利用できる施設づくり
■誰もが使いやすい施設・環境を整備するため、施設の改
修や施設利用時のボランティアによる人的支援など、ハー
ド・ソフト一体となった取組みを推進します。

現行計画どおり。

2 すべての人々が社会参加できる機会づくり 2 すべての人々が社会参加できる機会づくり
■誰もが気軽に社会参加できるようにするため、ＩＴの活用
による情報提供や外出支援などを充実します。

現行計画どおり。

 3　総合的な地域福祉サービスの質の向上  3　総合的な地域福祉サービスの推進
□その人らしい生活を送ることができるような環境を構築す
るため、地域での支え合いを促進し、多様な福祉ニーズに
対応できる環境づくりを推進します。

現行計画中柱４－３「総合的な地域福祉サービスの質の向上」及
び４－４「総合的な地域福祉サービスを支える人づくり・場づくり」
を地域福祉として一体的に捉え統合。

1 総合的な地域福祉システムの確立 1 地域福祉サービスを支える人づくり
■人と人とが共に生き、共に支え合う社会を実現するため、
地域住民相互の福祉的な取組みを促進するとともに、福祉
に携わる人材に対する研修などを充実します。

現行計画小柱４－４－１「総合的な地域福祉サービスを支える人
づくり」に地域福祉に関する地域での支えあいの要素を追加して
設置。

2 地域福祉サービスの質の向上 2 地域福祉サービスを支える場づくり
■地域の一員として様々な活動に参画し、尊厳ある生活を
送るため、身近な場所で多様な福祉サービスが選択できる
ような場を充実します。

現行計画小柱４－４－２「総合的な地域福祉サービスを支える場
づくり」を名称変更して設置。

4 3 地域福祉サービスの推進

■必要とするときに、必要な福祉サービスを受けられるよう
にするため、行政による各種法定福祉サービスなどの円滑
な提供や、民間活力による福祉サービスの促進と質の向上
を図ります。

現行計画小柱４－３－２「地域福祉サービスの質の向上」を名称
変更して設置。

1 総合的な地域福祉サービスを支える人づくり 4 相談支援体制の充実
■地域福祉に関する相談支援が受けられるようにするた
め、地域の福祉関係者・団体間のネットワーク体制を構築
し、身近な地域で相談ができる体制を充実します。

現行計画小柱４－３－１「総合的な地域福祉システムの確立」を
踏まえるとともに、相談支援体制・ネットワークの構築などを明確
にするため設置。

2 総合的な地域福祉サービスを支える場づくり  4　健康づくりの推進と医療体制の充実
□生涯を通じて心身ともに健康であり続けるため、健康づく
りを支援するとともに、医療体制を強化します。

現行計画中柱４－５「心とからだの健康づくり」を名称変更して設
置。

 5　心とからだの健康づくり 1 心の健康づくり
■心の健康づくりを促進するため、心の健康についての啓
発活動や相談体制を充実します。

現行計画小柱４－５－２「心身の健康維持と健康づくりの推進」の
うち、心に関するものを分割。

1 地域医療のしくみの確立 2 健康維持のための環境づくり
■健康な生活を送ることができるようにするため、健診や介
護予防などの体制を充実します。

現行計画小柱４－５－２「心身の健康維持と健康づくりの推進」の
うち、体に関するものを分割。

2 心身の健康維持と健康づくりの推進 3 医療体制の強化・充実
■安心して医療機関を利用することができるようにするた
め、医師の確保など医療体制を充実し、医事・薬事監視を
強化します。

現行計画小柱４－５－１「地域医療のしくみの確立」を名称変更し
て設置。

 6　コミュニティへの支援  5  コミュニティへの支援
□様々なコミュニティが、地域の課題解決に取り組めるよう
にするため、地縁団体やテーマコミュニティの活動に対する
支援を充実します。

現行計画どおり。

1 共生のコミュニティ形成への支援 1 コミュニティへの支援
■人々のふれあいの深まりや地域のまちづくりに寄与するコ
ミュニティ活動が活発になるため、町内会やＮＰＯなどコミュ
ニティ活動に対する支援を充実します。

現行計画小柱４－６－１「共生のコミュニティ形成への支援」を名
称変更して設置。

2 世代間交流の推進
現行計画小柱４－６－２「世代間交流の推進」は、コミュニティに
限らずさまざな施策・事業に対する共通理念であることから、柱と
しては削除。

総合的な地域福祉サービスを支える人づくり・
場づくり

４　健康でやさしい心のふれあうまち

まちづくり政策

【　現　行　計　画　の　施　策　体　系　】 【　骨　子　案　の　施　策　体　系　】

まちづくり政策
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５　安全で快適に暮らせるまち 変更点

 1　災害に強い都市構造の構築  1  災害・緊急事態に強いまちづくり
□災害に強いライフライン、都市施設、市街地づくりを進め
るとともに、災害や危機が発生した際に迅速に対応できる体
制を整備します。

現行計画の中柱５－１、５－２、５－３、５－４、５－５を１つの中柱
に集約。

1 避難路やライフラインの強化・多重化 1 避難路やライフラインの強化・多重化

■避難・緊急輸送の確保や消防活動困難区域などを解消
するため、道路等を整備します。
■上下水道などのライフラインの耐震化を図るとともに、災
害発生時の早期復旧体制を整備します。

現行計画どおり。

2 都市施設などの耐災性の向上 2 都市施設などの耐災性の向上

■災害時に応急活動の中心となる公共建築物などの耐震
化・不燃化を図ります。
■応急避難地となる学校・公園などに、災害対応用の設備
や資機材を整備します。

現行計画どおり。

3 オープンスペースの確保など市街地の防災対策 3 市街地の防災対策の推進

■建物の耐震・耐火性の向上、延焼遮断帯としての道路の
拡幅整備やオープンスペースの拡充などを図ります。
■災害発生時に円滑な避難所開設を行うため、防災拠点
である避難場所の充実を図ります。
■災害の被害を最小限にとどめるため、急傾斜地の保全や
水害の防止対策を推進します。

「市街地」を人が住んでいる地域と広い概念で捉え、現行計画の
小柱５－１－３に、現行計画の中柱５－２「地すべり・がけ崩れや
水害の防止対策」、中柱５－３「谷戸地域対策」、小柱５－４－３
「避難場所の確保」の要素を含めた小柱を設置。

 2　地すべり・がけ崩れや水害の防止対策 4 防災・危機管理体制の充実

■災害や大きな事故に対する事前対策と、発生時に迅速か
つ的確に対応できる総合的な体制を整備します。
■テロや大規模感染症など、市民の生命、身体及び財産に
重大な被害を及ぼす危機に備え、総合的な体制を整備しま
す。

現行計画の小柱５－４－１に、テロや大規模感染症などの「危機
管理対策」の要素を含めた小柱を設置。
現行計画の中柱５－５「消防・救急・救助体制の充実」のうち、災
害に関する要素を含む。

1 地すべり・がけ崩れ対策 5 市民協働による防災活動の促進

■災害に対する「自助」「共助」の体制を強化するため、自
主防災組織の活性化を促進するとともに、災害に対する市
民の意識啓発を図ります。
■地域の実情に精通し、地域防災の要として重要な役割を
担う消防団組織の活性化を図ります。

現行計画の小柱５－４－４を名称変更。
自助・共助を推進する観点から「市民協働」を用いた名称に変更。

2 水害対策

 3　谷戸地域対策

1 防災などの谷戸地域対策

 4　災害時に対応するための体制整備

1 防災体制の整備・拡充

2 救援・救護・復旧体制の整備

3 避難場所の確保

4 自主防災活動の充実、防災意識の啓発

 5　消防・救急・救助体制の充実

1 消防体制の充実

2 救急体制の充実

3 救助体制の充実

５　安全で快適に暮らせるまち

【　骨　子　案　の　施　策　体　系　】【　現　行　計　画　の　施　策　体　系　】

まちづくり政策 まちづくり政策

新計画の小柱５－２－２
へ。
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 6　安心して日常生活を送るための生活環境対策  2　安心して日常生活を送るための環境づくり
□産業活動や日常生活から生じる環境問題をはじめ、消
防・救急・救助、防犯、交通安全、消費者保護などの対策を
推進します。

現行計画の中柱５－６を名称変更。

1 環境保全対策 1 環境保全対策の推進
■大気汚染や水質汚濁などの環境問題に対応するため、
環境保全に関する施策を総合的に推進します。

現行計画の小柱５－６－１を名称変更。
現行計画の小柱５－９－１「ごみ処理対策」のごみの不法投棄に
関わる要素と小柱５－９－２「し尿処理対策」の要素を含む。

2 防犯対策 2 消防・救急・救助体制の充実
■火災・事故・急病などに迅速に対応できる体制を構築す
るため、消防体制と救急医療体制の機能強化を図ります。

現行計画の中柱５－５「消防・救急・救助体制の充実」のうち、日
常生活に関わる要素を小柱として設置。災害に関わる部分は新
計画の小柱５－１－４「防災・危機管理体制の充実」で対応。

3 交通安全対策 3 防犯対策の推進
■犯罪の少ない安心して暮らせる環境づくりのため、行政、
地域、警察などが連携した地域安全活動を促進します。

現行計画の小柱５－６－２を名称変更。

4 消費者保護対策 4 交通安全対策の推進

■安全な交通環境を実現するため、道路照明灯などの交
通安全施設と自転車等駐車場の整備を推進します。
■運転者や歩行者のモラルやマナーの向上を図るため、啓
発活動を推進します。
■海上交通の安全性を確保するため、放置艇対策を推進
します。

現行計画の小柱５－６－３を名称変更。

5 食品・環境衛生対策 5 消費者保護対策の推進
■消費者の利益を守るため、情報提供・啓発活動を推進
し、消費生活相談の更なる充実を図ります。

現行計画の小柱５－６－４を名称変更。

6 保健・環境に関する試験検査体制の充実 6 食品・環境衛生対策の推進
■食の安全や衛生環境を確保するため、食品・環境衛生営
業施設に対する、管理、監視、指導の徹底や、相談、啓発
活動を推進します。

現行計画の小柱５－６－５と５－６－６を集約し名称変更。

 7　快適な暮らしを支える生活基盤整備  3　快適な暮らしを支える生活基盤づくり
□快適な暮らしを支える生活基盤として、上水道、下水道、
道路・交通環境、公園、河川などの適切な整備、維持管
理、運営を推進します。

現行計画の中柱５－７を名称変更。
「市営住宅」と「火葬場・墓地」の管理運営に関する小柱を設置。

1 上水道整備 1 上水道事業の効率的な運営
■安全で安定した水道水を供給するため、効率的な水運
用などを行うとともに、適切な維持管理や施設更新を行いま
す。

現行計画の小柱５－７－１を名称変更。
事業会計という観点から「効率的な運営」という名称に変更。

2 下水道整備 2 下水道事業の効率的な運営
■公共用水域の水質向上を図るため、適正な水処理を行う
とともに、適切な維持管理や施設更新を行います。

現行計画の小柱５－７－２を名称変更。
事業会計という観点から「効率的な運営」という名称に変更。

3 道路整備 3 道路・交通環境の整備
■地域社会の活力向上、市民生活・社会活動の利便性向
上のため、道路・交通環境の整備を行い交通の円滑化を図
ります。

現行計画の小柱５－７－３を名称変更。
道路に付随する交通環境の整備を含めた名称に変更。

4 公園整備 4 公園の整備
■身近で親しみやすく、また安全・安心な憩いの場となる公
園の整備を行います。

現行計画の小柱５－７－４を名称変更。

5 河川整備 5 河川の管理
■治水機能を守るとともに、市民のやすらぎ空間を創出する
ため、河川の維持・管理を行います。

現行計画の小柱５－７－５を名称変更。
維持管理業務が中心の名称に変更。

6 墓地の整備 6 市営住宅の管理運営 ■市営住宅の計画的な維持・管理と運営を行います。
現行計画の小柱５－８－１のうち、市営住宅の管理運営に関する
要素を小柱として設置。

7 便利な交通システムの整備 7 火葬場・墓地の管理運営 ■火葬場と墓地の計画的な維持・管理と運営を行います。 火葬場と墓地の管理運営に関する小柱を設置。

 8　多様なニーズに対応した良質な住宅づくり

1 多様なニーズに対応した良質な住宅づくり

 9　廃棄物処理対策  4  地球環境問題への対応
□地球規模の環境問題に対して、地域での取組みを推進
します。

地球環境問題への対応に関する中柱を設置。

1 ごみ処理対策 1 温暖化対策の推進
■温暖化対策を地域レベルで実現するため、市民、事業
者、行政が連携した取組みを推進します。

温暖化対策の推進に関する小柱を設置。

2 し尿処理対策 2 環境教育・環境学習の推進
■市民レベルの環境保全活動を普及するため、正しい理解
と知識を得るための環境教育・環境学習の場や機会を充実
します。

環境教育・環境学習の推進に関する小柱を設置。

 10　クリーンエネルギーの活用 3 ごみの減量化･資源化の推進
■循環型社会の形成を目指して、ごみの減量化･資源化、
適正処理を図りつつ、新たなごみ処理施策の研究や適切な
ごみ処理･資源化施設の整備を推進します。

現行計画の小柱５－９－１のうち、ごみの減量化・資源化に関す
る要素を小柱として設置。

1 クリーンエネルギーの活用

市営住宅以外の住環境は、新計画の小柱２－５－３「住環境の維持・保全」で対応。

～
～

新計画の小柱１－３－１「総合的な交通政策の推進」と小柱２－５－４「歩いて暮らせるまちづくりの推進」で対応。
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１　市民協働によるまちづくりの推進 変更点

 1  情報の共有化・個人情報の保護  1  情報公開・個人情報保護の充実
□市民が必要とする情報を積極的に提供し、行政運営の透
明性を高めるとともに個人情報を適切に管理します。

現行計画の中柱１－１「情報の共有化・個人情報の保護」を名称
変更。

1 情報公開・情報提供の充実 1 情報公開・個人情報保護の充実

■行政運営の透明性や公正性を高め、開かれた市政を推
進するため、各分野の情報を積極的に提供します。
■個人の権利利益の保護を図るため、個人情報の有用性
に配慮しつつ、個人情報保護を充実します。

広報活動の要素を分離。情報公開と個人情報保護を一体で充実
するため小柱を1つに統合。

2 個人情報保護の充実  2  広報広聴活動の充実
□すべての市民に分かりやすい広報活動や多くの市民が
意見を述べることのできる広聴活動を充実するとともに、
様々な市民相談に対応します。

現行計画の中柱１－２「広聴活動の充実」に広報活動の要素を追
加し、名称変更。

 2  広聴活動の充実 1 広報活動の充実
■すべての市民に必要な情報を伝えるため、適切な報道発
表の推進など、分かりやすく身近な広報活動を充実します。

広報活動に関する小柱を新規設置。

1 広聴活動の充実 2 広聴活動の充実
■市民や企業のニーズを的確に把握し市政に反映するた
め、意見聴取の機会や場の提供を充実します。

現行計画どおり。

2 市民相談の充実 3 市民相談の充実
■多様化、複雑化する市民生活に対応するため、市民相
談機能を充実するとともに、市民が相談しやすい体制づくり
を推進します。

現行計画どおり。

 3  まちづくりへの市民参画  3  市民協働の推進
□市民公益活動を支える環境づくりや多様な主体によるま
ちづくりを推進します。

現行計画の中柱１－３「まちづくりへの市民参画」を名称変更。

1 市民のまちづくり活動の促進支援 1 市民公益活動の促進
■市民が自律し、自らの創意を生かしながら地域のまちづく
り活動などを進めるため、市民公益活動を支える環境づくり
を推進します。

市民公益活動の促進を明確化した名称に変更。

2 市民合意による行政運営の推進 2 協働による取組みの推進

■多様な主体が行政と対等な立場で地域課題などに対応
するため、役割分担を明確にした上で、市民と行政あるい
は市民相互の協働を進めます。
■市民や企業の意見を計画の策定などに反映するため、
合意形成の機会を充実します。

協働による取組み（市民等との合意形成の機会の充実等を含む）
を表す名称に変更。

【　骨　子　案　の　施　策　体　系　】

まちづくりの推進姿勢まちづくりの推進姿勢

【　現　行　計　画　の　施　策　体　系　】

１　市民協働によるまちづくりの推進
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２　効率的な都市経営の推進 変更点

 1  組織づくり・人づくり  1  機動的で効率的な体制づくり
□機動的な組織、執行体制づくりに取り組むとともに、情報
システムを充実し効率的な行政運営を行います。

現行計画の中柱２－１「組織づくり・人づくり」のうち組織づくりと行
政システムの要素と、現行計画の中柱２－２「健全な行財政運
営・行政の情報化」のうち行政の情報化の要素を統合。

1 機能的で簡素な組織づくり 1 柔軟な組織・執行体制づくり
■社会情勢の変化などに対応するため、柔軟な組織・執行
体制づくりを推進します。

柔軟な執行体制の要素を追加。

2 政策立案機能の強化 2 情報システムによる行政の効率化
■市民への行政サービスを向上させるため、情報システム
を充実し、効率的な行政運営を行います。

２つのシステム関係の小柱を１つに集約。

3 創造力、行動力豊かな人材育成  2  市政を支える意欲と能力のある人づくり □豊かな意欲と能力を持った職員の育成を行います。
現行計画の中柱２－１「組織づくり・人づくり」のうち人づくりの要素
を分離。

4 市民に身近な行政システムの充実 1 市政を支える意欲と能力のある人づくり
■市民満足度を向上するため、個々の職員が政策課題に
対する問題意識を持つと同時に、それをくみ上げるしくみづ
くりを行います。

２つの職員育成関係の小柱を１つに集約。

 2  健全な行財政運営・行政の情報化  3  健全な行財政運営
□安定的な市政運営が可能な財政基盤を確立し、計画
的、効率的な行政運営を行うとともに、計画の策定や進行
管理、行政評価の充実を図ります。

現行計画の中柱２－２「健全な行財政運営・行政の情報化」のう
ち健全な行財政運営を分離。小柱を２つに分割。

1 計画的・効率的な行財政運営 1 財政の健全化の推進

■限られた財源の中で市民ニーズに対応した行政サービス
を提供するため、あらゆる事務事業を見直し、行政コストを
削減します。また、歳入面においては、自主財源の強化に
努めるとともに、受益者負担の適正化を図ります。

現行計画の小柱２－２－１「計画的・効率的な行財政運営」のうち
財政の健全化の要素を分離。

2 行政の情報化の推進 2 計画的・効果的な行政運営

■市政をより計画的、効果的に行うため、総合計画を推進
し、政策課題に対応した分野別計画を策定するとともに、進
行管理や評価を適切に行い、事務事業のあり方を検証しつ
つ適正な執行を進めます。

現行計画の小柱２－２－１「計画的・効率的な行財政運営」のうち
行政運営の要素を分離。

【　現　行　計　画　の　施　策　体　系　】 【　骨　子　案　の　施　策　体　系　】

まちづくりの推進姿勢

２　効率的な都市経営の推進

まちづくりの推進姿勢
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３　地方分権と広域連携の推進 変更点

 1  地方分権地方分権の推進  1  地方分権の推進
□地方分権に伴う権限、税財源の確保により、独自性のあ
る政策を展開し、自治体としての魅力を高めます。

現行計画どおり。

1 地方分権の推進 1 地方分権の推進
■市民に身近なところでより多くの行政サービスを行うた
め、国、県からの権限、税財源の移譲を様々な場を通じて
関係機関に要請します。

現行計画どおり。

 2  広域連携広域連携の推進 2 住民自治の推進
■市民が主体となって、自分たちのまちのあり方を決めるこ
とができる制度の構築を推進します。

住民自治を推進するために新設。

1 広域連携の推進  2  広域連携の推進
□国、県、市町村との交流や連携による効率的、効果的な
行政体制を推進します。

現行計画どおり。

1 広域連携の推進
■区域を越えた広域の行政需要や単独では処理が困難な
事務事業に対応するため、国、県、市町村との交流や連携
による効率的、効果的な行政体制を推進します。

現行計画どおり。

【　現　行　計　画　の　施　策　体　系　】

まちづくりの推進姿勢

３　地方分権と広域連携の推進

【　骨　子　案　の　施　策　体　系　】

まちづくりの推進姿勢
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